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社会教育推進の重点 
 

 

重点目標９  家庭の教育力の向上を図る 
      

 

家庭教育をすべての教育の出発点と位置づけ、次代を担う子どもたちの

健やかな育ちを支援するため、学習機会の充実を図るなど、家庭の教育力

の向上に努める。 

 

（33）豊かな心をはぐくむ学習機会の充実 

○ 生命を大切にする心、相手を思いやる心など豊かな心をはぐくむ家庭の教育力を

高めるため学習機会の充実に努める。 

 

（34）読み聞かせを通した家庭の教育力の向上 

○ 「井手町子どもの読書活動推進計画～第２次～」に基づき、乳幼児期から本に親

しめるよう、家庭における読み聞かせを通した家庭の教育力向上の支援を行う。 

 

（35）家庭の教育力の向上のため関係機関・団体との連携・協働 

○ 家庭の教育力を高めるため、保育園・学校・地域社会並びに関係部局と連携・協

働して保護者に対する学習機会やサポート体制の充実に努める。 

 

＜事業や取組＞ 

○家庭教育学級(33)(35) 

（井手町内の保育園と連携し、子育て講座、人権学習会、スポーツ交流大会などを開催

する） 

○家庭教育に関する情報提供及び学習支援(33)(35) 

（保育園・学校等を通じて家庭教育に関する情報を提供し研修会や講演会などの学習活

動を支援する) 

○絵本の贈呈事業(34)(35) 

（絵本を介したコミュニケーションによって親子の絆を深め、図書に親しむ契機とする） 

○図書館における読み聞かせ事業の計画と実施(34) 

（本に親しむ感性を育て、本との自発的なかかわりを促す） 

○読み聞かせに関わる図書館ボランティア養成事業(34)(35) 

（読み聞かせ事業の質的向上を図り、併せてボランティアの意欲を喚起する） 

 

-77-



 

 

 

重点目標１０  地域社会の力を活かして子どもをはぐくむ 

 

 

次世代を担う青少年が心身ともに健やかに成長することを重要な課題

と捉え、学校・家庭・地域社会が目標を共有する中で、連携・協働し、青

少年の健全育成の総合的な取組を推進する。 

 

（36）地域社会の力を活かした活動の充実 

○ 地域の人々の絆を強める取組を充実する。 

○ 地域の身近な人との交流や出会いを通して、子どもの社会性やコミュニケーショ

ン能力を高める。 

〇 学校・家庭・地域社会が連携・協働し、地域全体で子どもの自己肯定感をはぐく

む取組を推進する。 

   ○ 障がいのある子どもと障がいのない子どもが共に参加できるような地域の中での 

取組を推進する。 

（37）地域社会の教育力の向上 

○ 多様な生涯学習の成果を活かせる場や機会の提供など、地域の教育力向上にむけた取組

を推進する。 

    

（38）青少年の健全育成のための環境づくり 

○ 学校、家庭、地域社会や「井手町青少年を育てる会」をはじめとする関係団体と連携を

深め、青少年の健やかな育ちを阻害する有害情報対策を進めるなど、地域総がかりで青少

年の健全育成に努める。 

 

＜事業や取組＞ 

○井手町成人式の開催(36) 

（井手町成人式実行委員会を立ち上げ、地域社会を挙げて祝福する式典を開催するとと

もに、新成人による自主的な運営を進める） 

◎総合型地域スポーツクラブ育成事業(36)(37)(38) 

（地域の教育力を活用し、様々なスポーツ活動や農業体験などのふるさと体験活動を実

施し、子どもたちのスポーツ能力の向上とともに、人づくり、まちづくりの充実を図

る） 

○京のまなび教室推進事業(36)(37)(38) 

（「学習タイム」、「コーラスタイム」、「スポーツタイム」などの活動を地域の人々の協力

のもと、学校と連携して実施し、地域で子どもをはぐくみ、子どもの安心・安全な居

場所づくりを進める) 

○井手町放課後児童クラブの開設(36)(38) 

（小学校で放課後児童クラブを開設し、保護者が労働等により昼間不在となる子どもに

居場所を提供し、児童の安全と心身の健全な育成を図る） 

○井手町青少年を育てる会との連携(36)(38) 

（「井手町青少年を育てる会」と連携し、「青少年の主張大会」、「サンタが街にやってく

る」などの事業や啓発活動を通して青少年の健全育成を図る） 

○井手町子ども会育成協議会との連携(36)(38) 

（「井手町子ども会育成協議会」と連携し、「フレンド交流会」、「地区子ども会活動」な

どの事業を通して、青少年の健全育成を図る） 
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○調べる学習地域コンクール事業の計画・実施と全国コンクールへの参加(37) 

（図書館資料を活用した学習機会を学校と連携して設け、自ら探求し課題を解決する力

を育てる） 

○夏の児童対象事業の計画と実施(37) 

（図書資料を活用して想像力や応用力を育て、夏休みの自由研究としての創作活動に取

り組む） 

○幼児対象事業の実施(37) 

（「地元の図書館」を身近に感じる動機付けをする） 

○井手町子どもの読書活動推進計画(第２次)の実施(38) 

（「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、読書活動を啓発する施策や環境を

整える） 

 

重点目標１１  生涯学習の振興に向けて学習環境を充実する 

 

 
生涯学習社会の実現にむけて、住民の多様な学習機会の提供や指導者の

資質向上、身につけた知識などを活かせる場や機会の充実に努める。また、

生涯学習の拠点となる山吹ふれあいセンター、図書館の整備を行う。 

 

（39）生涯学習の推進 

○ 生涯学習の基盤となる自己学習能力の向上や人権尊重の意識を養い、健やかな心

身をはぐくむため、学習機会や学習環境の充実に努める。 

 

（40）学習施設の充実 

○ 生涯学習活動の拠点施設として、山吹ふれあいセンター、図書館の整備・充実を

図る。 

 

＜事業や取組＞ 

○「お井手やす 生涯学習へ ～井手町生涯学習情報～」の発行(39) 

（生涯学習リーフレット「お井手やす」を月 1 回発行し、生涯学習活動のための情報提

供を行う) 

○井手玉川大学の開設(39) 

（各老人クラブとの連携のもと運営委員を選出し、健康、音楽、人権などの講座を開催

する） 

○いづみまなび教室事業(39) 

（手芸や大正琴など各種学習講座を開設し、多様な学習機会を提供する） 

○山吹ふれあいセンター天文台の活用(39) 

（天文台の公開、天文台だよりなどを通して山吹ふれあいセンター天文台の活用を図る） 

○ブックポストの運用及び図書館出張貸出拡張事業(39) 

（図書の返却・貸出の利便性を高め、利用機会の拡大を図る） 

○読書通帳の活用(39) 

 （読書通帳の利用を通じて、これまでに読んだ本の振り返りなど利用者の読書活動の充

実と、図書館の利用促進を図る） 

○平和展及び水害展の計画と実施(39) 

（井手町に残る苦難の歴史を後世に伝えるとともに、平和や防災について学ぶ機会を提供
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